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 我々はアクションリサーチ 2 日目の 9 月 17 日に佐須奈地区のツシマウラボシシジミ保
護区にて保全活動を行った。内容としては、当種の食草であるケヤブハギとヌスビトハギ










発見した翌年から年間 100～200 匹ほどの蛹を放しており、その 8 割程度が羽化に成功し
成体になっている推測とのことであった。 
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（かわしま・ゆうた 立教大学社会学部現代文化学科 3 年 阿部治ゼミ） 
 
 
 
 
